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｢情報の共有化｣｢技能の習得 (CALL)｣｢新たな知識の獲得 (100校プロジェクト)｣の3つに分類し､後者を ｢ある
チ-マに関した理解を深める (中京大学ReCoNote)｣｢自分そのものを深める (KKJ)｣の2つに分類できるとして
いるE,



































































京大 .教育とコミュニケーション 慶庵 .井~Fゼミ
1999年度 スタッフ 教員5名､研修員1名､院生1名 教員1名､他大学教員2名､SFC研究､所 院生1名
学 生 21名 (教育 .汰 .経済 .哩 .工 .農学部/ 16名 (総合政策､環境情報学部/2から4
2から4年生) 年生)
2000年度 スタッフ 教員5名､研修員1名､院生1名 教員1名､他大学教員3名､SFC研究､所 院生3名
学生 21名 (総合人間 .文 .教育 .法 .哩 .工. 18名 (総合政策､環境情報学部/2から4
農学部 .留学生/2から4年生) 年生)
2001年度 スタッフ 教員4名､他大学教員1名､院生 1名 教員1名､他大学教員3名､SFC研究所員1名､院生3名












第 1に､インターネットを用いた遠隔授業がもたらす ｢他者性｣(神藤 ･田口､2000)である｡授業は､同質な学





















































第a回 (6/9) 合宿に向けて (セッション内容について)(慶鷹学生代表が来訪)










第ら回 (5/24) グループディスカッション (恋愛について)
第6回 (5/31)
第7回 (6/7) グループ対抗ディベート (いじめについて)



































































































期 間 話題の数 話される内容 形態
電子掲示板 連続的 複数が並行におこなわ 会話の代替のような浅いものから学術的な深いものま 非同期 .非対面
れる 幅広いで
授 業 週1回 基本的に1つ 授業の流れに沿った内容のものが多い 同期 .対面
Hilil-
























































































睡眠をとっている世界 :生理学的LU-界7)を ｢現実｣世界と呼ぶことにする.サイ-ースペースも現実 (リアリティ)
となる場合があるからである｡
表8 リアリティとオン/オフライン組み合わせから分類した教育形態
規 型 1 類 型 2 類 型 3 類 型 4 類 型 5
形態 オフライン主/オ オフライン主/オ オフライン主/オン オフラインなし/ オフラインなし/
ンラインなし型 ンライン従属型 ライン主型 オンライン従属型 オンライン主型
教育の芙 教室でおこなうo オンライン教育は オンライン教育では オンライン教育の オンライン教育で
際 オフライン教育の オンライン教育でし
延長 .代替O かできないことをするo 教育の延長 .代替としてのオンライン教育○ をするo
オンライ ｢現実｣世界の延 ｢現実｣世界の延長. ｢現実｣世界の延 独自のリアリティ
ンの意味 良 .代替○ 代替)oまたは､独自のリアリティ (す現実世界)の両方o 良 .代替o (すなわちもうひとつの現実世界)o
オンライ ｢現実｣世界と同 ｢現実｣世界と同一o 基本的には ｢現実｣ ｢現実｣世界とは異
ンにおける主体 ● 場合によっては ｢現実｣世界とは異なる自分､さらに 複数主体 (いろいろ 自分)を擬似的に試すことが可能o 世界と同一o なる自分､さらには複数主体 (いろいろ自分)oひとりの人格を数人でリレーしたり､ジェンダや年齢を変えることも可能o
適した教 ｢現実｣世界にお ｢現実｣世界にお ｢現実｣世界におけ ｢現実｣世界にお 非 ｢現実｣世界に
養教育の ける技術習得 .問 ける技術習得 .間 る技術習得 .問題解 ける技術習得 .問 おける生成 .発見
型 題解決､生成 .発 題解決､生成 .栄 決､生成 .発見 (過 題解決､生成 .栄 (ジェンダーを変
見o 見 (通常の教科知 常の教科知識の習得､ 見 (通常の教科知 更するなど)o
誠の習得､語学の 語学の習得など)o 識の習得､語学の
習得など)o 非 ｢現実｣世界における擬似的な生成 .発見 (ジェンダーを変更するなど)o 習得など)o
ンにおける教員の役割 授者の延長O 者の延長oまたは擬似的なオンライン上の一住人 世界の教授者の延長o 住人o
オンライ ｢現実｣世界の倫 ｢現実｣世界の倫 ｢現実｣世界の倫理o ｢蔓貝実｣世界の倫 独自の倫理o匿名
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